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核爆費賓験による大気の汚染について (51月L69芳)
物 理 聾 科

TheAfterEffectsoftheTherm0-muclearExperiments

ont九eAtmospllereOftheRyukyuIslands

PhysicsDepartment,DivisionofArtsand

Science,RyukyuUniversity

ABSTRACT

Thispaperreportstheresultofdetectionofthepossibleradioactivecontamina-

tionoftheairandrainwaterinthevicinityofOkinawaduetotlleSeriesofnuclear

explosiontestsneartheBikiniAtolls. Theexplosiontestswereannouncedtohave

been heldbetweenMay,1956andJuly,1956. Thedetection connected with this

paperwascarriedoutfrom earlyMaythroughearlySeptemberof1956. A Geiger

counterwasusedasthetoolfordetectionwithsamplescollectedfrom fallingrain,

Storedrain,andairdust. Thisexaminationrevealedthattheatmosphereofthe

RyukyuIslandswas-radioactively aiiected tor aboutthreemonthsstartinglate

May. ThreemaximaofcontaminationwererecognizedinearlyJune,lateJuneand

earlyJuly,andlateJulyandearlyAugust,respectively･

TherddioactivityofstoredraincametothepeakattheendofJunewith the

amountalittlebeyond themaximum allowableintensity･ Thedetectionindicated

thattheearlypartofasinglerainfallisnotalwaysradioactivelyaffectedmore

thanthelatterpartoftherain･ However,forthesevererainfall･theearlypart

oftherainseemstobemoreaffectedthanthelatterpartofthesamerain･

§ は し が き

5月5EJ米富局が畿表したラニット島に於ける核燥畿寛験を皮切りに,米国による一速の核爆

敬賛馴 ;ビキニ (N12,E165)水域に於いて行はれたことは周知のとお りである･吾々は上記

賓験による琉球附近の大気の汚染及び飲料水 (天水)の汚染状況を調べるため5月10日から降水

の放射能を,又 5月24日から自然落下塵攻の放射能を測定して6月末日までの結果をさきに中間

報せした.其の後も寺監頴された資験は 7月未終了し,吾々の測定も9月上旬打切ったのでこ｣に

改めてij二の結果を報昔する･

§ 辛 験 章 施 月 日

報道横附によって報道された核体饗宴験の回数は10回の多きに連しているが･米富局によって

正式に畿表されたのは僅かに最初の 2回丈で,其の他は中央東森台が大気の異状振動から推定し

たものである.第 1表に報道された核爆敬の月日をか けゝてお く･



核 爆 発 算 段 に よ る大 紋 の 汚 染 に つ い て

Table1. Dateofdetonation.

§ 測 定 試 料

i)雨を受ける面 積 略1000cm2 のビニール製漏斗を用レ､て降水を採取 した.これを用レ､ると

1mmの降水の時約100ccの雨水が採取出来る.採取 した雨水は横枠後100ccを蒸覆法によって

虚埋した,但し採取量が100ccに足 りない時は其の全量を虚理 した.

ii)自然落下塵攻は適量の水を張った蒙面積1550cm2,770cm2及び595cm2の三種の水盤を交

互に放置して捕集 し,濃拝後其の一部を蒸蟹法によって虚埋 した.

iii)飲料水は民家の天水タンクから100cc採取して蒸畿法によって虚理 した.

§ 測 定 器 械

測定には科研製ガイガ～計数器 (Model-100)を使用した.吾 々の計韓使用状態では 1C.p.

m.ほ約1.8×1016JJCに相箇する.又測定期間を通 じてバックグラウン ドは17-28C.p.m.で

あった (20-23C.p.m.が80%以上を占めた).

§ 測 定 結 果

i)降 水 の 放 射 能

ひと雨を降 り始めから降 り終 りまで順攻数個の瓶に分割採取 して共等を試料 とした.但しひと

岡の降水量が僅かのときは其の重畳を1個の瓶に採取 して 1個の試料 とした.第 2表 中 A,B,

C,･･････は降 り始めからの採取順序を示す.

Table2. Radioactivityofarainfall.
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Fig.1. Changeofradioactivityofasinglerainfall.



4 穆 操費算 段 に よ る大 魚 の 汚 染 r-つ い て

弟 2表中のNo.4,N0-5及びNo.20等から,降 り始めの降水には放射性物質が比較的多量に

含まれてレ､ることが知られる (第 1園参府).

ii)自然落下塵攻の放射能

5月24日から3日乃至 9日間水盤を放置して塵境を捕集した.第 3表には 1日1m2首 りの落

下放射性垂境を10~8〃C単位で示した.

Table3. Radioactivityofatmosphericdust.
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第 3表からわかることは,7月13日から7月16日までの約4日間は大束は略平常時の汚染程度1)で

あったが,其の他の期間はビキニに於ける核操覆茸験に直接起因する汚染が見られたことである.

iii)飲 料 水 の 汚 染

飲料水用天水クンクの水を数個所から採取して11嘗 めの放射能畳を測定した結果を第4表に示す

Table4. Radioactivityofstoredrain.
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ア メ リカ N BC HandBook 52 によると,放射性元素が不明の場合は飲料水の許容濃度は

10-4ilC/l2)となってレ､るので,第 4表から,7月末の各地の飲料水は最大許容濃度にまで達して

V､たと云える.然し数日後には許容濃度以下になっているので使用出来ない程度の汚染ではなか

った.

§ 放 射 能 の 減 衰

測定に用いた試料の放射能減衰状況を調べるため,数個の試料を寺断墳測定した.一部の試料に

ついての結果を第 5表に示す.第 5表中 5B,13B,20A とあるは第 2表中の試料番牧を示す.
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第 5家を圃示したのが第 2園であ

る.第 2園中の三つの試料の減衰の

状況を比較すると,試料20Aの減衰

曲線の中間部と試料13Bの前部及び

試料5Bは大体同技な減衰度を示し,

試料20Aの前部は減衰が早く,試料

13Bの後部は減衰があそくなってい

る.

此等の試料中に含まれている放射

性元素は分析しなければ分からない

が3), 此等三つの減衰曲線の比較か

ら,試料20Aには年波期の短かい放

射性元素が比較的多量に含まれ,読
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料 5Bがこれに次ぎ,試料13Bには比較的少量含まれている事が云える.若し7月28日の大束汚

染 (試料20A),6月28日の大束汚染 (試料13B)及び 6月2日の大気汚染 (試料 5ら)が者同一

保件の核爆聾に起因していると催定すれば,爆聾地点からの衣が琉球附近に連するに要した日数

は,年減期の短かい放射性元素を比較的多量に含んでいる試料20Aが三個の試料中では最小であ

る筈である. 5月5日行ほれた爆聾によ/る汚染が 5月18日から20日にかけて硯ほれているので,

6月2日の汚染は 5月21日の爆聾によるものであろうし,叉 6月28日の汚染は 6月13日の爆磯に

よるものだろう事が推定される.即ち試料 5B及び試料13Bは,爆饗地点から琉球附近に達する

までに夫々約12日及び15日を要したことになる.したがって試料20Aが琉球附近に連した日数は

前者より短かレ､筈であるので,7月28日の汚染は 7月21日の爆聾によるものと推定される･
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Fig.3.Radioactivitiesanddatesofdetectionofrainanddust.

§ む す び

4ケ月に亘って行った測定の結果は,前記核爆畿資験によって琉球附近の大束は 5月下旬から

汚染が績き,特に6月上旬及び6月下旬から7月上旬にかけてと,7月下旬から8月上旬にかけ

て顕著な汚染が認められた.

飲料水の汚染も7月下旬に最大を示し,最大許容濃度にまで連したが,なが くは循粗しなかっ

た.
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ひと雨を分割採取したのは雨の降 り始めから順次降水中の放射性物質の量がどう奨化するかを

調べる馬であったが,其の結果は,必ずしも雨の降 り始めに最大を示すとは限らない事がわかっ

た.然し大雨のときは,降 り終 りに近い部分よりも降 り始めの部分に多量に含まれている.

最後に測定に協力した譜久山障君及び玉城恒君に感謝する.

甚 :1)英国に於いては,近時平常 の場合で も 1平方 マイル嘗 り1年間 6mcの自然落 ド放射能塵が見 られ

ると報ぜ られてい る.之 を 1日,1rn2嘗 りrL換井すると0.006×11-aJJC/day,m2である.

2)飲料水の許容丑 の引用は科拳,Vol.25,No.5｢放射線最大許容丑について｣('lE弘毅)による. 又

原爆被害封紫連絡協議骨 の許容丑に関す る特別委員骨が ｢放射能物質に封 する許容度の考 えlJu-｣ と

して厚生省に答 申したもの ゝ中では,飲料水Y=含 まれてい る放射能10~4FLCまでは 1人 1日2.21飲

む ものとして2,3ケ月蓮耕 して飲んで も差支えない.之 を越す場合は,す ぐ検査 して,国 際 助 骨

の元素基準の 1/10を適用して決めると遊べてあると報 ぜ られている･

3)6月20日朝 日新 聞の報ず る所に よると,6月 3日東京入港 の駿河丸 の持 ち腐った*_鯨 中の1-リ集群

の成分 を東大木村郡で分析 した結果,U237,Np239及び下記の元素 を新 出してい /3ARulO6,RhlO6,

Tel82,1182,Y91, Cel41, Ce144,Nd147.


